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1.1　はじめに
　紙を媒体とした情報伝達物が減少し続けてい
ると感じるようになったのは、ここ 1、2 年前
からの事ではない。現に経済産業省の統計によ
れば印刷物の生産額は 10 年間（2007-2016）の
比較によると 85.2% まで減少し、出版印刷分
野では 49.5% まで半減している。パーソナル
コンピュータの普及から始まりスマートフォン
へ、インターネットを媒体とした情報伝達機能
が増加拡大を続けた結果、紙媒体のそれが煽り
を受けた結果であろう事は容易に想像がつく。
　そこで生まれる疑問がある。果たして勢力を
増すインターネットを媒体とした端末が普及す
ることにより、紙媒体による情報伝達手段は消
えてしまうのだろうか？
　その答えは否というべきであろう。まず、上
げる理由として、老若男女押し並べてインター
ネット環境を享受できる生活を望み選択すると
は考えにくく、望んだと仮定したところで全て
がその環境を得られるとは限らないからだ。ま

た、災害により生じた送電障害やアクシデント
による回線機能不全等、通信が遮断されイン
ターネット受容体はただの箱と化す状況はいつ
何時でも起こりうる。このような事態に見舞わ
れた場合、紙媒体による情報伝達手段が、いか
に有効であるかは言うまでもない。
　加えて、他側面からの見解として、一覧性に
ついて考えてみよう。例えばA4サイズ（210mm
× 297mm）、横長換算で 14.32 インチである。
これとほぼ同サイズの 14 インチノートパソコ
ンの重量が 1kg 前後と考えた場合、これを常
時持ち歩き A4 の画面情報を、一覧可能状態に
保とうと考える人間は少数派であろう。常時携
帯の観点から情報取得の手段としてスマート
フォンを使用することは日常行われているが、
一般的に普及しているサイズは 4 〜 5 インチ、
最大 6.44 インチも存在しているがそれでも A6
サイズ相当である。A4 の 4 分の 1 サイズでし
かない現実を鑑みれば一覧性からも紙媒体の優
位性は一目瞭然である。
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　これらの事例から、紙媒体による情報手段は
インターネットの情報網がいかに発達しようと
も消えはしないと想定できる。
　しかし、ふとした疑念が頭を擡げる。インター
ネットを媒体とする情報伝達とは異なる、有効
性・優位性がある紙を媒体とした情報伝達では
あるが、果たして全てのそれが、その特性を活
かし切れているのだろうか？

1.2　紙を媒体とした情報伝達物の精度につい
て
　先にも述べたように、パーソナルコンピュー
タ、スマートフォン及びタブレット端末の普及
によりインターネットを媒体とした情報伝達機
能が目覚ましい発展を遂げ、増加拡大を続けて
いる。同時に情報伝達物制作に於いて使用する、
機材・ハードウェア及びソフトウェア等も発達
し続けている事は至極当然であろう。その事象
が要因となり、紙を媒体とする情報伝達の特性
を活かし切れていないものが存在し、それの精
度低下に影響が出ているとは言えないだろう
か？
　遡る事 1986 年、Aldus 社の創設者であり
Aldus PageMaker（ 現 Adobe PageMaker）
開 発 者 ポ ー ル・ ブ レ イ ナ ー ド 氏 が DTP

（Desktop publishing）と言う概念及び言葉を
提唱した。これを契機として、3 つのフェーズ
を経て現在に至ると考える。

第1フェーズ：デジタルとアナログの混合
　DTP 提唱以前、一般的デザインの現場では
版下制作において、文字は写真植字を活用し文
字レイアウトを手作業で行い、白と黒の版下上
に配色の指定をしていた。また画像配置の指示
も手作業で『アタリ』となる素描を施し、ポジ
フィルム（もしくはネガフィルム）を版下と共
に印刷サイドに入稿していた。
　DTP 提唱以後、つまりレイアウト作業がパー
ソナルコンピュータのデスクトップ上で可能と
なるソフトウェア開発に伴い、以前からの手作

業とデスクトップ上での作業混合期を経て、写
真植字にて行われていた文字組み・文字フォン
ト選び及びに手作業で行われていたレイアウト
作業（文字配置・色指定・画像配置指定等）は
全てデスクトップ上で制作可能となり、版下は
デジタルデータへ移行を果たす。
　しかし、印刷する過程においては 2000 年頃
まで、フィルム刷版（アナログ刷版）での印刷
が主流であった。この刷版は製版フィルムから
PS 版（Presensitized Plate）に焼き付けを行う、
多分に技術を伴うアナログ的手作業工程があ
り、その技術差異が印刷後の製品優劣に関わる
状況もしばしば見受けられた。

第2フェーズ：完全デジタルへと移行
　時を経て、紙を媒体とした情報伝達市場では
DTP におけるデジタルデータ制作が一般的と
なり、印刷における刷版過程でもフィルム刷版

（アナログ刷版）から CTP（Computer To 
Plate）へと、変化が現れる。CTP とはデジタ
ルデータから直接 PS 版へ出力が可能となった
刷版方法であり、製版フィルムを必要せず、ア
ナログ的工程が省かれるのだ。この事により製
版フィルム制作に費やしていた時間・技術・費
用が省かれ、時短・高精度の均一化・低価格化
が可能となり、刷版作業工程は完全デジタル化
への移行が加速する。

第3フェーズ：一般（専門職外）へDTPソ
フトウェア普及が加速
　DTP において、多くのソフトウェアは
Macintosh 仕様として制作されており、環境
が整っていたと言う背景がある。そのため、オ
ペレーティングシステム市場では、使用者大多
数を占める Windows ではなく、Macintosh が
圧倒的なシェアを占めていた。
　しかし、デザインの精度ではなく、内容のみ
を重視する顧客の要望が多数存在すれば、それ
に対応せざるを得ないのは当然の成り行きであ
り、それに呼応するように Windows に対応し
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たDTPソフトウェアも生産されるようになる。
これによりそれは Windows 市場にも普及し拡
大した。加えて、Adobe Systems 社から PDF

（Portable Document Format）が発表される
ことにより多種多様なプラットフォームにて制
作されたデータを再現、印刷する事が可能とな
る。
　日本語の文字言語はアルファベット使用の文
字言語とは異なり、文字数も多く言語数及び表
現が多様であるため、印刷物に対応する文字組
みにはそれなりの技術を要する。しかし、上記
の普及及びデジタルカメラの発達に伴い画像撮
影及び画像素材習得が容易に可能となる事に
なった。それによりデザインに関わる各種の成
果物精度は軽視される傾向が顕著となり、専門
的知識や技術に乏しい、いわば素人とも言える
一般の人々であっても、紙を媒体とした情報伝
達物が手軽に制作出来る環境となった。
　先に示した 3 つのフェーズは、多くの人々の
想いや願いを具現化した素晴らしい進化、発展
と言える。加えて、これにより紙を媒体とする
情報伝達物の全てに於いて精度が一様に低下し
た訳でもない。また、全てが高精度の伝達物で
なければならないと言う理由もない。時間・予
算・その他諸事情により精度に差異が出るのは
当然であろう。また、どの情報伝達にどの程度
の精度が必要であるかに対して評価基準を設け
る事は非常に難しい。
　しかしながら、公共機関で制作される情報伝
達物に於いて一定の精度を求める事は、我々に
とって自明の理ではないかと考える。そこで、
日々生活を営む上で関わりが深いと推測される
行政機関、地方自治体が制作する紙を媒体とす
る情報伝達物に目を向ける事とする。

2.1　行政機関が発行した紙を媒体とした情報
伝達物の精度を検証する
　紙を媒体とした情報伝達物の精度に差異が認
められるという現実が存在する旨は、先に述べ
た通りである。しかし、行政機関が発行するそ

れらは、伝えるべき情報の重要度から鑑みて、
ある一定の精度が求められる事は当然であろ
う。
　それでは今現在、行政機関が発行している紙
を媒体とした情報伝達物は、どの程度の精度を
保っているのだろうか。この疑問を解くべく調
査を行い、現状のそれらに於ける精度は十分な
程度が保たれているか、或いは改善が必要であ
るか等を確認し、その結果を基に今後行政機関
で発行されるそれらの精度、延いてはデザイン
性及び方向性について検証したい。
　就いては、調査対象として、文教大学湘南キャ
ンパスの所在地であり、現日常生活に関わりが
深い「茅ヶ崎市」を選出した。同市は、過去立
ち返る事江戸時代、東海道として細い日本の東
と西をつなぐ重要な拠点であった。加えて、近
年では 2001 年に JR 湘南新宿ラインが開業し、
横浜及び東京のベットタウンとして市制施行以
来一貫して人口増加が見られる。古い町並みと
新興住宅地が共存している市であり、それらを
踏まえた上でも調査対象として適していると考
える。
　なお、情報伝達物のデザイン性は、具体的な
数値化が難しい点を考慮し、他市が発行する紙
を媒体にする情報伝達物と比較考量にて評価を
行う事とする。
　始めに、茅ヶ崎市役所にて、各種紙を媒体と
する情報伝達物を無作為に収集しサンプリング

（茅ヶ崎市：95 種類）を行った。その結果、行
政を主体とし発行した情報伝達物と、個人及び
任意団体によるイベント告知若しくは情報拡散
を目的とする伝達物、２つのカテゴリに分類が
可能であると判断した。
　ここで行おうと試みている調査の対象は、行
政機関が発行した紙を媒体とする情報伝達物で
あり、加えて、それの評価を目的としている。
故に行政が主体となり発行した前者を精査する
事とする。
　その結果、全国各市に於いて「市民便利帳」
と類を成す冊子が茅ヶ崎市に於いても同様に発
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行されている状況を了得した。この類の冊子は、
首長からのメッセージに始まり、地域内の特色
ある名所、ゴミの収集分別方法や各種施設及び
病院等、様々な情報・項目があり、他の発行物
に比べページ数が多い。また、市民が営みを続
ける生活環境とその変化に応じて必要になると
想定される情報・項目も多く、大変有用な冊子
と言える。これらの事から「市民便利帳」と類
を成す冊子を調査対象とする。

2.2　比較対照について
　調査対象として選定した冊子（以下「市民便
利帳」と称する）は、前述の通りページ数が多
く、構成内容は各市が独自内容を編集構成して
いる。そのため、より良い市民生活のサポート・
ガイドを目指すという目的は同じであるが、内
容は同一ではない。しかし、比較調査には、同

じ目的であり、ほぼ同等な情報量を有する掲載
ページを採用する事が望ましい。並びに、デザ
イン性及び方向性が特に重要度を増すと思われ
る情報内容を選択する事が要用であると考え
た。
　そこで、着目した情報掲載ページが「防災に
関するページ」である。自然災害に関連する情
報は、老若男女問わず、安心安全な市民生活を
送るために重要である事は言うまでもない。ま
た、茅ヶ崎市は相模湾に面した湘南地方の中心
に位置しており、昨今予測されている相模湾沖
を震源とする地震が発生した場合、津波による
被害を受ける可能性を容易に予測する事が出来
る。加えて、災害時にインターネットが機能し
ない環境下を想定した場合、紙を媒体とする「防
災に関するページ」の重要度はさらに増すと思
われる。以上により、調査対象として条件に適っ
た情報掲載ベージであると考えた。
　次に、比較対照を行う他市の選定を行った。
　候補として、隣市である「藤沢市」を思案し
たが、両市を比較した所、人口と面積に大きな
乖離があり適切でないと判断した。
　追って「鎌倉市」を候補として選分し、鎌倉
市役所に赴き「暮らしのガイドブック」（以下「市
民便利帳」と称する）を含んだ 133 種の印刷物
を取得した。同市は、多くの歴史遺跡を有し、
様々な観光資源に恵まれており、観光事業に力
を入れている。同事業に注力している点は「茅ヶ
崎市」も同様であり、面積規模及び人口にも大
きな隔たりがない。また、南方が相模湾に面し
ている位置状況から、前述の地震が発生した場
合、津波による被害が想定される点も共通して
いる。これらの条件から、「茅ヶ崎市」「鎌倉市」

人口 面積（ km2）
茅ヶ崎市 241979人 35. 7

鎌倉市 176393人 39. 7
藤沢市 428612人 69. 6

表　各市人口面積表

茅ヶ崎市：市民便利帳
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が発行する「市民便利帳・防災に関するページ」
を比較調査する事が相当と考え敢行する。
　比較調査の方法として、2 市の「市民便利帳・
防災に関するページ」部分抜粋を掲載し、それ
に関する質問事項に対して回答を促す、アン
ケート形式を採用。回答者は文教大学学生から
任意で選出する。アンケート内容は、デザイン
性及び方向性を評価する上で重要と思われる

「レイアウト・文字・色・図表（地図）」の要素
を軸に設問を作成する。具体的なアンケート内
容及び回答対象者の選抜理由は次項に記す。

2.3　アンケート内容について
　アンケート内の記載内容に於いて、先入観及
び実施環境によって回答に影響が生じる可能性
を最小限に留められるよう考慮し、下記内容に

留意しアンケートを作成・実施した。
 ・　�デザインに於ける構成要素「レイアウト」

「文字」「色」「図表（地図）」及びに回答者
のデモグラフィック属性を併せ、大項目は
5 つとした。

 ・　��設問総数は 16 項目、所要時間は 10 分以
内とし、回答者に過度な負担とならぬよう
配慮した。実施にあたり、A3 サイズのフ
ルカラー資料 2 部、A4 サイズ回答用紙（表
紙を含む 5p）を配布。アンケートに於い
て若干の煩瑣箇所を有する事を留意し、ア
ンケート会場に於いて人数過多となる実
施は避ける事とした。

 ・　�アンケート内の表記は全て「茅ヶ崎市」＝
「A 市」、「鎌倉市」＝「B 市」とし、市名
を伏せた。配布資料上の表記に於いても同
様に「A 市」、「B 市」に置き換えた。

 ・　��但し、避難所等を示す目的で施された地図
上に記載されている駅名・施設名等の固有
名詞に関しては、変更によるデザイン改変
が著しく、調査結果の正確性が損なわれる
可能性を有すると判断し、現行通りとした。

 ・　�配布資料「市民便利帳」内「防災に関する
ページ」を正確に再現するため、冊子から
切り出したページをフラッドベッドス
キャナでスキャニング。冊子を開いた際、
製本により見えづらくなるノド部分（冊子
をホチキスで綴じている中央部分、幅約
2cm）及びにページ下部に掲載されている
広告を削除。色再現に於いても細心の注意
を払い、以上の画像データを原寸大にて印
刷した。

 ・　�アンケート内容、回答の仕方等について、
実施中に質問はなかった。

アンケート回答者について
　文教大学湘南キャンパスに在籍している学生
から任意に選抜した。
　入学を機に多数の学生が単身生活を始める事
が想定出来る。その際、「市民便利帳」を入手

鎌倉市：暮らしのガイドブック
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アンケート用紙抜粋

これより先の質問には、別紙にて配布する見開きページを比較し、より近い□に　　を記入してください。
その際は、ご自分の素直な感じ方を基準にしていただけましたら幸いです。

□
A市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❶  好きな見開きである

□
A市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❷  災害に関わる内容であると認識しやすい

□
A市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❸  掲載している内容が理解しやすい

□
A市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❹  掲載内容とデザインが合致している

□
A市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❺  レイアウトが見やすい

1 全体的な印象についてお答えください

01
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アンケート用紙抜粋

□
A市

A市

B市

□
B市

□
やや B市

□
ややA市

□
どちらとも言えない

❸  下記タイトルは、掲載内容をイメージする文字の形である

03
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A 市（茅ヶ崎市）

B 市（鎌倉市）
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し多読する可能性が高く、保護者若しくは同居
家族が多くの比重を担っていたと想定出来る各
自治体ルール及びに自然災害に関連する情報

「防災に関するページ」等を、単独にて確認す
る可能性も高い。現時点まで特段意識せず目に
していた情報に於けるデザイン性が、どの程度
正確且つ迅速に認識され理解可能であるかをア
ンケート設問の回答により明らかにする。　　　　　
　また、自然災害に関連する情報「防災に関す
るページ」は常に留意すべき情報であり、その
重要度がどの程度伝達可能であるかも同時に推
察出来ると考える。

アンケートの実施スケジュールと回答者数
 ・　�プレアンケート：9 月 5 日、10 名（男 5

女 5）、3 年生、情報社会
 ・　��第一回目：11 月 21 日、10 名（男 8 女 2）、

1・2・3 年生、メディア、情報社会、シス
テム

 ・　�第二回目：11 月 28 日、11 名（男 8 女 3）、
1・2・3 年生、メディア、情報社会、シス
テム

 ・　�第三回目：11 月 30 日、18 名（男 17 女 1）、
2 年生、情報社会

 ・　��第四回目：12 月 6 日、9 名（男 4 女 5）、4
年生、情報社会

　　総計：58 名（男 48 女 16）
※プレアンケートは、設問内容を精査する目的
で実施した。設問・実施環境に問題がないと判
断し、プレアンケートに於ける回答も集計に加
えた。
※ 64 名から回答を得たが、回答に欠損がない
58 名を有効票とした。

2.4　アンケート結果
　アンケートはチェックの入った回答項目を下
記の通り点数化して集計した。今回は統計的な
手法は採用せず、得点数から簡明に差異を求め
検討する。

□ A 市：鎌倉市に 2 点加点
□やや A 市：鎌倉市に 1 点加点
□どちらとも言えない：加点なし
□やや B 市：茅ヶ崎市に 1 点加点
□ B 市：茅ヶ崎市に 2 点加点

　12 項目の全設問に於いて、「鎌倉市」が優勢
であった。点数が高かった鎌倉市から茅ヶ崎市
の点数を引いた欄が図表の一番右の項目「鎌
倉—茅ヶ崎」にあたる。得点数に大きな差異が
あった設問は下記の通りであり、「図表（地図）」
に関する設問では、鎌倉市の優位は変わらな
かったが、僅差であった。
 ・　�全体的印象に関して行った設問「災害に関

わる内容であると認識しやすい」56 点差
 ・　�色についての設問「全体の色から掲載内容

のイメージができる」44 点差
 ・　�文字についての設問「下記のタイトルは、

掲載内容をイメージする文字の形である」
52 点差

分析概要：茅ヶ崎市
　他ページと同レイアウト・フォーマットを用
いているため、「防災に関するページ」として
認識するまでに時間を要する。情報に於ける結
束性が低い。特に小見出しと本文に於ける関係
性が曖昧であり、何に関する情報記載であるか
に関する認識を難しくしている。加えて、市が
位置する環境を鑑みた場合、「防災に関するペー
ジ」に於いて津波関連情報が不足していると考
える。この点について鎌倉市には情報の掲載が
ある。

分析概要：鎌倉市
　他ページに於けるレイアウト・フォーマット
は淡い色を基調としているが、「防災に関する
ページ」は黄色と黒を基調としている。この配
色は「警戒色（警告色）」として一般的に広く
使用されており、その効用・認知度も高く、情
報伝達を的確に達成する目的として有効に作用
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していると思われる。並びに、各情報のブロッ
クが明確であり、小見出しと本文との結束性も
高く、情報内容を認識する事が容易に可能であ
る。

2.5　考察
　今回のアンケートに於ける設問の意図、並び
に、回答結果を分析し考察する。
　（以下、12 項目の全設問に於いて、「鎌倉市」
が優勢であった旨を前提とする。）

❶　全体的な印象について	
1　好きな見開きである

　「好き・嫌い」と言う明確な感覚は、情報伝
達に於いて、受信者への興味喚起要件として重
要であり、この結果は全体の回答差異に通じる
と考える。

2　災害に関わる内容であると認識しやすい
　日常生活に於いて直ちに必要となる情報では
ないが、昨今の大地震及びに集中豪雨、大型台
風等、これらの被害件数から鑑みるに重要度は
高いと思われる。また、『災害』というキーワー
ド想起に直結するデザイン全般であるか否か
は、多くの情報が掲載されている冊子内に於い
て、差別化に成功しているか否かを計る事に有

図表

茅ヶ崎 鎌倉 鎌倉−茅ヶ崎

1 全体的な印象についておこたください

❶ 好きな見開きである 28 52 24

❷ 災害に関わる内容であると認識しやすい 10 66 56

❸ 掲載している内容が理解しやすい 20 57 37

❹ 掲載内容とデザインが合致している 17 46 29

❺ レイアウトが見やすい 18 62 44

2 色についてお答えください

❶ 全体の色から掲載内容のイメージが出来る 17 61 44

❷ 色使いが適切である 19 43 24

3 文字についてお答えください

❶ 文字の大きさが適切である 17 49 32

❷ 文章が読みやすい 16 53 37

❸ 下記のタイトルは、掲載内容をイメージする文字の形である 13 65 52

4 地図（マップ）についてお答えください

❶ 読み取りやすい 37 40 3

❷ 使いやすい 26 33 7
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益であり、的確なデザインイメージを構築して
いる事が高評価へ繋がっていると推察する。

3　掲載している内容が理解しやすい
　内容の認知及び理解が容易であるか否かは、
情報伝達に於いてデザイン要素がどの程度機能
を果し得るかを計るために要用であり、災害に
関する情報ページは、有事の際、緊急性が増す
事も想定される。この旨を念頭に、適切な配慮
を施したか否かが、制作結果が回答に表れてい
ると思われる。

4　掲載内容とデザインが合致している
　人間はある程度共通した生活環境から生まれ
る情調を、備え持つと定義付けた場合、デザイ
ン全般から、それを感知する可能性は大きい。
これは対象メディアから受けるイメージを決定
付けるとも考えられ、掲載内容とデザイン全般
イメージが不一致な際、掲載内容認知が遅れる
事も想定される。この設問回答の差異はイメー
ジ戦略に於ける差と考える。

5　レイアウトが見やすい
　『文字及び図柄等の配置を揃える』『使用文字
を的確な大きさで配置する』等の配置要件に加
えて、可読性及びに配色等に於ける認知機能に
影響を及ぼす要因が結果に反影していると思わ
れる。

❷　色について	
1　全体の色から掲載内容のイメージが出来る
　色が持つイメージを既成概念として認識する
状況も多々あるが、情報伝達に於いて配色する
際は、より明瞭に内容伝達する目的から、それ
を既知として扱うべきである。

「鎌倉市」が「警戒色（警告色）」として馴染み
がある黄色と黒を基調に配色し、「茅ヶ崎市」
は赤からオレンジへのグラデーション及びマゼ
ンダを多く配色している。赤は「警戒色（警告
色）」として認識されるが、その他の配色が影

響し、「災害・防災」とは異なったイメージ想
起をさせる結果になったと推測する。この結果
は、情報内容とイメージが不一致な配色は、伝
達効果を低下させる事を示している。

2　色使いが適切である
　色が持つ機能及び効果には、イメージを伝達
するのみならず、『文字の可読性を向上させる』

『図表も視認性を高める』等様々であり、それ
を有意義に活用しているか否かが結果に反影し
ていると思われる。

❸　文字についてお答えください	
1　文字の大きさが適切である。
　カタログに於いて商品スペックに用いるフォ
ントサイズは通常 8 級（2.82mm 5.67pt.）前後
とされており、これは掲載情報に於いて披見者
が必要性を認めた場合のみ披見を行うサイズで
ある。
　「防災に関するページ」と言う特質を鑑みる
と、これ以下のサイズに於ける文字掲載は回避
すべきである。仮にそのような状況下に直面し
た際は、掲載内容を再検討し下位の情報削減を
検討すべきであると思われる。また、文字サイ
ズから情報の重要度を感知する、見出しと本文
の減り張りにより情報内容と位置を把握する状
況も想定出来る。以上を考慮していたか否かが
結果に影響を及ぼしたと思われる。

2　文章が読みやすい
　可読性向上を目指したデザイン構成を行うた
めには、背景と文字に於ける色の明度差及びに
彩度差、書体の形状及びサイズ、情報伝達に必
要最小限文字数で記載された簡潔な文章等、複
合的要素を含む。これに考慮したか否かの違い
により、結果に大きな差異が生まれたと思われ
る。

3　下記のタイトルは、掲載内容をイメージす
る文字の形である
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　タイトル表現と掲載内容は非常に密接な関係
がある。掲載内容を喚起すべきイメージタイト
ルと文字形態が異なる場合、情報受信者が潜在
的に気付く事により、認知時間が遅れる危険性
を孕んでいる。また、文字形態から得たイメー
ジと異なる情報内容は、情報受信者に違和感、
延いては混乱を招く結果となる。
日常、何気なく目にしている様々な文字書体は、
イメージ形成に多大な影響を与えている事が、
予想以上の結果格差に表れていると思われる。

❹　地図（マップ）についてお答えください	
1　読み取りやすい
　小さな紙面上に広大な土地を凝縮し、詳細情
報を多数掲載した地図を読み取る事は容易では
ない。しかし「防災に関するページ」に於いて、
地図が持つ役割は重く、その機能を確実に果た
すためには、文字サイズ・文字形態及び配色等、
様々な要素に対して考慮し、情報の精査及び整
理が重要地点は強調する等のデザイン・レイア
ウトが必須と思われる。これらに対する配慮が、
より有効に作用したか否かが結果を左右したと
思われる。

2　使いやすい
　地図内容認知から活用へ、状況が移行した際、
目的地確認の容易さと誘導経路の認識し易さ
は、極めて重要な機能と考える。加えて、その
他想定出来る運用実態への配慮が必要と考え
る。これらがより有効に施されている地図に、
若干多くの評価が集まったと思われる。

　なお、茅ヶ崎市在住の学生は 20 名の約
34.5%、鎌倉市は 2 名の約 3.4%、他は 36 名の
約 62.1% であった。
　「茅ヶ崎市」「鎌倉市」という具体的市名表記
は画像加工によって隠匿し、識別防止の配慮を
施したが、双方共に右ページ記載地図から地図
か地域確定は容易である。以上から帰属意識が
影響すると想察し、“好きな見開きである”等

の設問に於いて、茅ヶ崎市優勢と予測していた
が、他の設問と同様に鎌倉市優勢となった。

3　おわりに
　調査結果から、今現在、すべての行政機関か
ら発行されている紙を媒体とした情報伝達物が
十分な機能を果たす精度を保っているとは言い
難いと思われる。
　前述の通り、紙を媒体とした情報伝達物全て
に於いて、高精度でなければならないと言う理
由はない。時間・予算・その他諸事情により精
度に差異が出るのは当然である。また、昨今人
材不足が叫ばれているが、情報伝達物を制作す
る広告・広報や及びに情報伝達物を制作する部
署においても適材適所への人材配置が滞ってい
ると言う現実は見逃せない事象と考える。
　今後は統計的手法を用いて、現住所が要因と
思われる調査結果の違いに関する検証、過去と
現在に於いて発行された冊子の比較、並びに

「茅ヶ崎市」・「鎌倉市」以外の市町村と比較・
検証を行い、紙の代替メディアとして発展して
いるウェブにも調査対象を広げ研究を深めてい
きたい。
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